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2.6 実験装置 

2.6.1 環境制御チャンバ 
 環境センサデバイスとして実用化していくために、小型で 300℃まで昇温できる環境制御
チャンバを作製した。図 2.5は今回作製した環境制御チャンバである。 

 
図 2.5 環境制御チャンバ 

 
また、図 2.5の環境制御チャンバの設計図は図 2.6のようになる。チャンバ本体の素材は
アクリルで作製した。アクリルの耐熱温度は約 100 ℃で、ヒーター基板で 300 ℃まで加熱
しても溶けないように、ヒーター基板の接触部分にマコールマシナブルセラミックを用い
て温度が直接伝わらないように設計をした。 

高感度環境
ガスセンサ

実用化フェーズ
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5.1.1 SiC上グラフェンの NO2検出限界 
 図 5.2にNO2濃度 50 ppb以下のキャリア密度変化量を示す。また、Langmuirの吸着等
温式を用いたフィッティングを実線で示す。さらに、点線は計測系のノイズの 3σの値から
見積もったキャリア密度変化量の検出限界の値である。 
 

 
 
 図 5.2より、NO2濃度が 50 ppb以下の場合は Langmuirの吸着等温式に従うことから、
1 つの吸着サイトに 1 つの分子のみが吸着する簡単な吸着モデルであると考えられる。
Langmuir の吸着等温線と 3σの値から見積もったキャリア密度変化の検出限界の値から、
SiC上グラフェンの NO2検出限界濃度は 337 pptであると推定され、非常に低濃度の NO2

を検出可能であることが明らかになった。また、100 ppb程度でキャリア密度変化量は飽和
している。したがって、SiC上グラフェンは 337 pptから 100 ppb程度の範囲で NO2ガス
センサとしての応用が期待できる。 
 
 

図 5.2 キャリア密度変化量（50 ppb以下） 
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